













動詞のさまざまな用法に習熟していることが必要なのであろう。同じような説明を繰り返すうちに、受講者諸氏の理 度が高まっていくさまが見受けられ はたいへん嬉 く思えた。
第六巻﹁序論﹂も次第に経済史などやや専門的な内容と







































明治日本の顕彰に熱心であるとの報道が見られ 政府主導で大々的に記念事業が執り行われ のではないかと憶測た。内閣官房に設けられた﹁明治１５０年﹂関連施策推進室が、 ﹁明治の精神に学び、日本の強みを再認識するこ は大変重要なこと﹂
 と謳っていたように、過度な明治礼賛が行
われ、その果てに五〇年前 明治一〇〇年のような大がかりな国民動員 なされる では、と身構える向きが学界には多かったように思われる。
だが、蓋を開けてみると、政府による明治一五〇年の取り




が開かれたが、出席者は約三五〇名で会の内容もお座なりなものだったと聞く︵写真１︶ 。何よりも、そこに天皇の姿はなかった。五〇年前の同じ日に挙行され 佐藤栄作政権による明治百年祭の記念式典は 日本武道館を会場とし、一万人もの来場者を得て大仰に開催された。天皇皇后も参加し、佐藤首相の音頭で他の参列者といっしょに万歳をしている写真が残ってい ︵写真２︶ 。両者の落差は歴然としている。
このように尻すぼみに終わった明治一五〇年の記念事業を


























開発支援の観点から 明治維新の意義づけという二つの特別講演は、中東や東南アジアからの参加者 大きな印象を与えたようである。なお、会議では一部 除いて、日本語が専ら使用されたが そのこと って、欧米 みならずアジアの広い地域からの研究者があわせて議論できたと好意的に評価する声があがっ こともこ で記しておきたい︵リップサーヴィスかもしれないが︶ 。
内容的には非常に濃密な三日間の会議だったが、課題も






















レモニーの開かれている神戸市を訪問した。最初に訪れたのが多くの市民の集まる東遊園地。震災の起きた時間で止まった時計を抱えた海の女神像、東北地方から送られた雪で出来た地蔵菩薩像、 ﹁一・ 七﹂の文字をかたどった竹の灯篭などを見学した。竹灯篭では、一つの灯篭から別の灯篭へと火を移していく儀式に、人と人を繋ぐ共同性が構築される端緒を見た思いであっ と汪氏は言った。最後に向 った記憶 モニュメント施設では、一面に湛えられた水面に花び を共に浮かべ、祈り、犠牲になった方たちの名前の記され 壁面に頭を垂れた。
東アジアにおいて﹁宗教﹂という言葉が西洋のキリスト教
の意味合いを多分に含みこむものであることは、今日 宗教研究では国内外 問わず周知の事実である。で 、 ﹁そ 影響を受けながらも、完全 は回収されない余白を含む言葉にどのようなものがあるか﹂という質問を汪さんから受け 私は、 ﹁近代以前から存在する﹁信仰﹂という言葉 思い出さ
